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令
和
６
年
２
月
１
０
日 

蘇
我
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て 

「
な
ぜ
由
比
の
八
幡
宮
が
北
山
に
遷
座
さ
れ

た
か
」
と
題
し
、
講
演
と
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
丸
井
敬
司
先
生
の 

講
演
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 
 

講
演
要
旨 

 
 

な
ぜ「
鶴
岡
八
幡
宮
」は
北
山
に
遷
座
さ
れ

た
か
？ 

 
 

～
改
竄
さ
れ
た
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
を

復
元
す
る
～ 

 

皆
さ
ん
、
本
日
は
、
お
忙
し
い
所
、
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
の
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
治
承
４(1

18
0
)

年
の
源
頼
朝
の
挙
兵
に
係
る
も
の
で
、
鎌
倉

幕
府
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮

が
、
頼
朝
が
鎌
倉
に
入
る
と
同
時
に
そ
の
北

方
に
位
置
す
る
北
山
に
遷
座
さ
れ
た
事
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
研
究
実
績
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
ま
た
、
一
般
の
人
た
ち
の
関
心
も

高
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
西
洋
諸
国
や
ア
メ

リ
カ
の
日
本
学
の
研
究
者
達
か
ら
は
関
心
の

高
い
事
柄
で
、
私
自
身
に
も
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
来
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は「
こ
の

テ
ー
マ
は
中
世
最
大
の
謎
」と
言
い
換
え
る

事
も
出
来
ま
す
が
、
そ
れ
に
答
え
る
意
味

で
、
今
回
の
講
演
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
頼
朝
の
挙
兵
の
問
題
は
資
料
が
極
め

て
少
な
く
、
こ
の
研
究
は『
吾
妻
鏡
』に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
こ
の
書
の「
以

仁
王
の
令
旨
発
給
事
件
」
か
ら「
頼
朝
の
鎌

倉
に
入
る
ま
で
」の
記
述
は
、
矛
盾
が
多
く
、

多
く
の
学
説
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
生
み

出
し
た
原
因
は
こ
の
期
間
の『
吾
妻
鏡
』の
記

述
に
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
事
に
よ
る
も
の

で
す
。 

そ
の
意
味
か
ら
本
日
の
話
は
頼
朝
の
挙
兵

を
①
以
仁
王
の
令
旨
発
給
、
②
頼
朝
の
挙

兵
、
③
石
橋
山
の
戦
い
、
④
房
総
渡
海 

⑤
渡
海
後
の
頼
朝
の
動
向
の
五
つ
の
テ
ー
マ

の
順
で
、
最
後
に「
鶴
岡
八
幡
宮
の
遷
座
」に

つ
い
て
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
の
話
で
は
、
先
に
述
べ
た『
吾
妻

鏡
』の
問
題
が
生
じ
た
原
因
は『
吾
妻
鏡
』が

鎌
倉
幕
府
末
期
に
写
さ
れ
た
際
に
一
部
の

文
が
改
竄
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
す
が
、
そ
れ
を
復
元
す
る
事
で
矛
盾
を
改

め
る
事
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
成
果

を
発
表
す
る
も
の
で
す
。 

さ
て
、
➀
の
以
仁
王
の
令
旨
発
給
事
件
の
問

題
点
は
治
承
４
年
４
月
９
日
の
夜
、
源
頼
政

が
以
仁
王
を
訪
ね
、
平
家
打
倒
の
相
談
を

し
、
頼
朝
や
全
国
の
源
氏
に
令
旨
を
発
給

ま
で
が
一
晩
で
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
、
頼

朝
に
届
け
る
た
め
に
偶
然
、
京
都
に
い
た
源

行
家
を
八
条
院
蔵
人
に
任
命
し
て
お
り
、
こ

れ
に
は
八
条
院
暲
子
に
相
談
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
か
ら
、
こ
の
事
件
に
は
以
仁
王

の
義
母
の
八
条
院
暲
子
が
関
わ
っ
て
い
た
事

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
以
仁
王

が
平
家
に
討
た
れ
た
時
、
東
大
寺
や
興
福

寺
の
僧
兵
が
以
仁
王
の
救
援
に
出
動
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
僧
侶
を
説
得
し
た
人
物

の
存
在
だ
け
で
は
な
く
、
後
に
同
６
月
に
頼

朝
の
挙
兵
を
勧
め
た
三
善
康
信
も
こ
れ
に

加
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

康
信
の
件
は
、
頼
朝
が
令
旨
を
受
取
っ
て
い

た
事
を
平
家
が
知
る
前
に
頼
朝
に
挙
兵
を

呼
び
か
け
た
事
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
論

で
す
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
密
談
に
は
僧
侶

の
日
胤
、
八
条
院
暲
子
、
三
善
康
信
の
三
人

が
参
加
し
て
い
た
事
が『
吾
妻
鏡
』か
ら
除
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
本
文
に
復
元

す
る
と
矛
盾
の
無
い
正
し
い
文
章
に
な
り
ま

す
。 

続
い
て
②
の
頼
朝
の
挙
兵
の
問
題
で
す
が
、

『
吾
妻
鏡
』
に
は
頼
朝
が
挙
兵
を
決
め
、
関

東
の
武
士
達
に
挙
兵
を
呼
び
か
け
た
三
日

後
の
６
月
２
７
日
、
頼
朝
は
千
葉
胤
頼
と
三

浦
義
澄
の
二
人
を
呼
び
、
密
談
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
内
容
も『
吾
妻
鏡
』に
は
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
次
項
以
降
、
説
明

し
ま
す
。 

③
石
橋
山
の
戦
い
で
は
、
頼
朝
は
８
月
１
７

日
、
挙
兵
し
、
伊
豆
目
代
山
木
氏
を
破
っ
た

た
後
、
同
２
３
日
、
石
橋
山
で
大
庭
景
親
と

戦
い
、
こ
れ
に
大
敗
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

時
、
三
浦
軍
は
三
浦
半
島
の
衣
笠
城
か
ら

出
陣
し
て
い
ま
す
が
、
三
浦
軍
が
石
橋
山
に

到
着
す
る
前
に
頼
朝
の
本
隊
が
戦
い
に
負

け
た
た
め
翌
同
２
４
日
に
三
浦
半
島
に
引
き

上
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
途
中
、
景
親
に
動

員
さ
れ
た
畠
山
重
忠
と
交
戦
し
、
こ
れ
を

難
な
く
打
ち
破
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
戦
い
に
三
浦
軍
が
一
方
的
に
勝
っ
た
理

由
は
三
浦
軍
に
は
千
葉
軍
と
上
総
軍
が
加

わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
が
、『
吾
妻
鏡
』に
は
、
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こ
れ
が
除
か
れ
て
い
る
事
で
、
多
く
の
学
説

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
に

「
三
浦
軍
に
は
千
葉
軍
と
上
総
軍
が
加
わ
っ

て
い
た
事
」
を
復
元
す
る
と
こ
の
事
項
の
文

章
は
矛
盾
の
無
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
三
浦
軍
に
上
総
軍
が
参
加
し
て
い
る
事

か
ら
先
の
密
談
に
は
広
常
の
子
常
顕
も
参

加
し
て
い
る
事
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
後
に
除
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 

続
い
て
④
頼
朝
の
房
総
渡
海
に
移
り
ま
す
。

こ
こ
で
も
問
題
点
は『
吾
妻
鏡
』
で
は
頼
朝
が

真
鶴
岬
を
出
帆
す
る
前
日
の
２
７
日
、
北
条

時
政
が
、
安
房
の
竜
島
に
渡
り
２
９
日
に
頼

朝
を
出
迎
え
た
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
相
模
湾
の
海
流
が
竜
島
方
向
か
ら
真

鶴
岬
方
向
に
流
れ
て
お
り
、
距
離
も
７
０
キ

ロ
以
上
も
あ
る
こ
と
か
ら
時
政
の
竜
島
到
着

は
後
世
に
作
ら
れ
て『
吾
妻
鏡
』
に
挿
入
さ

れ
た
も
の
で
典
型
的
な
改
竄
の
結
果
と
思

わ
れ
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
時
の
頼
朝
が
乗
っ
た
船
は
千
葉

氏
と
関
わ
り
の
深
い
伊
豆
山
権
現
の
熱
海

船
が
使
わ
れ
た
事
や
洲
崎
で
頼
朝
を
出
迎

え
た
の
が
三
浦
義
澄
で
あ
っ
た
事
か
ら
考
え

る
と
石
橋
山
の
戦
い
か
ら
房
総
渡
海
ま
で
は

以
前
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
計

画
は
６
月
２
７
日
の
頼
朝
と
胤
頼
・
義
澄
・

上
総
常
顕
の
四
者
の
密
談
の
際
に
計
画
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も『
吾
妻

鏡
』
の
原
本
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
改
竄

さ
れ
て
い
ま
す
。 

続
く
⑤
の
渡
海
後
の
頼
朝
の
動
向
の
問
題

点
は
、
９
月
１
３
日
の
千
葉
胤
頼
・成
胤
に

よ
る「
当
国
目
代
」
の
攻
撃
で
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
多
く
の
研
究
者
は「
下
総
目
代
」と

し
て
い
ま
す
が
、
下
総
国
府
ま
で
の
距
離
は

約
３
０
キ
ロ
以
上
あ
り
、
完
全
武
装
の
武
士

が
ほ
ぼ
１
日
の
行
軍
距
離
で
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
二
人
の
兵
力
で
国
司
の
代
官
で

あ
る
目
代
を
討
つ
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
一

方
、
こ
れ
を
原
文
で
は
上
総
目
代
と
さ
れ
て

い
た
と
す
る
と
こ
の
二
人
は
上
総
氏
一
族
の

救
援
を
得
る
事
は
可
能
で
あ
り
、
兵
力
と
し

て
も
上
総
目
代
を
遥
か
に
超
え
た
強
力
な

兵
力
と
な
る
事
か
ら
目
代
を
討
つ
こ
と
は
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
１
４
日
の
千
田

合
戦
で
は
上
総
国
府
の
攻
撃
に
参
加
し
た

成
胤
が
単
独
で
千
田
親
正
の
軍
と
戦
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
時
の
常
胤
を
始
め
と
し
た
千

葉
軍
の
動
向
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
千
葉
軍
本
隊
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

奥
州
合
戦
の
際
の
記
事
に
登
場
し
ま
す
。  

こ
れ
に
は
常
胤
が
一
族
を
率
い
て
上
総
国
府

の
頼
朝
に
参
向
し
た
事
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
め
成
胤
は
単
独
で
親
正
の
軍
と

戦
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
常
胤
の
頼
朝
への
参
向
の
記
事
を

『
吾
妻
鏡
』
に
復
元
す
れ
ば
、
成
胤
が
単
独

で
親
正
の
軍
と
戦
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事

が
明
ら
か
と
な
り
ま
す
。 

さ
て
、
こ
こ
で
、
本
題
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
遷

座
の
話
に
移
り
ま
す
。
頼
朝
は
、
１
０
月
の

上
旬
に
は
鎌
倉
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
直

後
の
１
０
月
１
２
日
に
は
現
在
の
元
八
幡
宮

の
位
置
に
あ
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮
を
鎌
倉
の
北

方
の
北
山
に
遷
座
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
本
日
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
が
、『
吾

妻
鏡
』に
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
遷
座
の
理
由
が

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は

先
に
述
べ
た
奥
州
合
戦
の
時
の
記
事
の
中
に

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
時
、
常
胤
は
頼
朝
の
依
頼
で「
白
旗
」を

制
作
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の「
白
旗
」は
常
胤

が
制
作
し
た
後
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
坊

で
、
祈
祷
さ
れ
、
奥
州
合
戦
に
使
わ
れ
ま
し

た
。  

驚
く
事
に
は
こ
の「
白
旗
」に
は「
八
幡
大
菩

薩
」の
他
に「
伊
勢
大
明
神
」の
神
名
が
刺
繍

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。  

つ
ま
り
、
こ
れ
は
鶴
岡
八
幡
宮
に
は「
八
幡

神
」の
他
に「
伊
勢
神
」が
合
祀
さ
れ
て
い
た

事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の「
伊
勢
神
」、
即
ち

「
天
照
大
神
」
の
本
地
仏
が「
妙
見
菩
薩
」で

あ
っ
た
の
で
す
。 

鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
坊
に
妙
見
菩
薩
が
祀

ら
れ
て
い
た
事
に
つ
い
て
は『
吾
妻
鏡
』に
は

承
久
の
乱(

１
２
２
１)

か
ら
文
永
三
年(

１
２

６
６)

の
４
５
年
間
に
朝
廷
が
行
っ
て
い
た
妙

見
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
国
家
安
寧
を
祈
る

「
尊
星
王
法
」
が
鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
坊
で

１
０
回
、
行
な
わ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
幕
府
滅
亡
ま
で
に
は
２
０
回
以

上
行
わ
れ
て
い
た
事
を
意
味
し
ま
す
が
、
更

に
２
回
目
の
蒙
古
襲
来
時
や
鎌
倉
幕
府
滅

亡
時
に
も
鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
坊
で
尊
星

王
法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
鶴
岡
八
幡

宮
の
別
当
坊
に
は
妙
見
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い

た
事
を
示
し
て
い
ま
す
。 

八
幡
宮
の
別
当
坊
に
妙
見
菩
薩
が
祀
ら
れ

て
い
た
事
は
、
現
代
の
我
々
に
は
奇
異
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
坊
で
は
尊
星
王

法
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
事
や
鶴
岡
八

幡
宮
と
同
じ
源
氏
の
祖
先
で
あ
る
義
家
が

建
立
し
た
八
幡
宮
で
、
千
葉
一
族
の
相
馬

氏
と
も
関
係
の
深
い
竜
ケ
崎
市
川
原
代
町

の
八
幡
宮
の
別
当
坊
の
寺
名
は「
妙
見
寺
」

で
し
た
。 

こ
う
し
た
事
な
ど
を
考
え
る
と
鶴
岡
八
幡

宮
の
別
当
坊
に
妙
見
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
た

事
は
特
別
な
事
で
は
な
く
、
頼
朝
は
挙
兵
直

後
に
自
分
を
支
持
す
る
千
葉
氏
や
上
総

氏
、
畠
山
氏
な
ど
東
関
東
の
妙
見
菩
薩
を

守
護
神
と
す
る
有
力
武
士
団
の
結
束
を
図

る
た
め
鶴
岡
に
あ
っ
た
八
幡
宮
に
妙
見
菩
薩
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を
合
祀
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

た
め
に「
鶴
岡
に
あ
っ
た
八
幡
宮
の
社
殿
を

北
山
に
遷
す
事
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
が
本

日
の
結
論
で
す
。 

 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

(
拍
手)

。 

  

 

   

千
葉
胤
盛
と
下
総
武
石
氏
・ 

奥
州
武
石
氏 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

会
員)  

秋
野
林
洋 

 

千
葉
常
胤
の
子
供
ら
・
千
葉
六
党

の
ひ
と
り
、
千
葉
胤
盛
が
、
下
総
国 

千
葉
郡
武
石
郷
を
領
し
た
こ
と
よ
り
、

武
石
氏
を
名
乗
る
。
そ
の
末
裔
が
、
そ
の

ま
ま
、
武
石
郷
に
住
み
続
け
た
下
総
武

石
氏
、
父
、
千
葉
常
胤
が
源
頼
朝
か
ら

受
け
た
陸
奥
国
の
所
領
の
内
、
宇
多
郡 

 
 

 
 

伊
具
郡
、
亘
理
郡
の
一
部
が
譲
ら
れ
た

が
、
武
石
氏
の
一
部
が
亘
理
郡
に
移
り

亘
理
氏
を
名
乗
り
後
に
伊
達
家
と
姻

戚
を
重
ね
て
、
涌
谷
伊
達
家
と
な
っ
た

奥
州
武
石
氏
に
つ
い
て 
記
載
す
る
。  

 

武
石
三
郎
左
衛
門
尉
胤
盛 

「
千
葉
大
系
図
」
に
は
以
下
の
記
載
が
あ

る
。 

 
 

胤
盛 

武
石
三
郎 

左
衛
門
尉 

 
 

母
同
胤
政
。
伝
領
下
総
国
千
葉
郡

武
石
郷
也
。
父
兄
弟
相
倶
随
于 

 
 

頼
朝
卿
、
所
々
進
発
、
軍
功
績
不
遑

算
。
或
眤
眤
近
供
奉
於
公
界 

 
 

規
式
、
父
子
兄
弟
超
干
諸
人
平
均

之
。
賜
本
地
及
父
加
恩
地
奥
州 

 

宇
多
、
伊
具
、
亘
理
三
郡
、
而
子
孫

繁
盛
干
東
奥
矣
。 

建
保
三
年
乙

亥
六
月
十
三
日
卒
。
年
七
十
。 

又
、「
千
葉
伝
承
記
」に
は 

 
 

 

胤
盛
武
石
三
郎
承
安
元
年
辛
卯 

十
一
月
十
五
日
下
総
武
石
城
に

移
る
。 

武
石
三
郎
胤
盛
は
、
千
葉
常
胤
の

三
男
と
し
て
、
久
安
二
年(

一
一
四
六) 

 
 

に
生
ま
れ
た
。 

母
は
他
の
兄
弟
と
同
じ

く
秩
父
重
弘
の
息
女
。 

素
加
天
王
社
（現
花
見
川
区
幕
張
町
の

子
守
神
社
）の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
胤
盛

は
、
気
が
短
く
父
常
胤
と
折
り
合
い
が

悪
く
、
当
初
、
遠
い
神
生
城(

香
取
市
神

生
一
八
八
）に
居
を
構
え
た
。
弟
の
大
須

賀
胤
信
が
気
の
毒
に
思
い
、
所
領
を
分

け
て
や
り
、
承
安
元
年
（一
一
七
一
）に

千
葉
郡
武
石
郷
（花
見
川
区
武
石
町
）

に
移
る
。 

武
石
三
郎
胤
盛
と
称
さ
れ
た
。 

胤
盛
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。「
吾
妻

鏡
」に
若
干
の
記
載
が
あ
る
。 

 
治
承
四
年
（一
一
八
〇
）源
頼
朝
、
伊
豆

に
て
挙
兵
。
石
橋
山
の
戦
い
で
平
家
方
の

大
庭
景
親
の
軍
に
敗
れ
た
源
頼
朝
は
、

海
路
安
房
に
逃
れ
再
起
を
図
る
。
加
勢

を
頼
ま
れ
た
千
葉
常
胤
は
即
決
し
源
頼

朝
の
旗
下
と
な
る
。 

そ
し
て
、
九
月
十
七
日
、
三
郎
胤
盛
は
、

下
総
国
府
に
て
千
葉
常
胤
、
千
葉
介
兄

弟
と
共
に
頼
朝
を
迎
え
た
。 

寿
永
元
年
（一
一
八
二
）八
月
十
八
日
、

頼
朝
の
嫡
男
・万
壽
（後
の
頼
家
）の 

「
七
夜
の
儀
」を
任
さ
れ
た
の
は
、
千
葉

介
常
胤
。
常
胤
妻
の
陪
膳
の
儀
に
続
き

進
物
の
儀
。
千
葉
胤
正
と
相
馬
師
常
は

甲
を
担
い
、
武
石
胤
盛
と
次
弟
大
須
賀

胤
信
と
鞍
を
置
い
た
馬
を
引
き
、
東
胤

頼
は
剣
を
捧
げ
た
。
常
胤
、
千
葉
六
党

の
揃
い
ぶ
み
で
あ
る
。 

胤
盛
は
千
葉
一
族
と
共
に
木
曽
義
仲

軍
、
伊
勢
平
家
軍
と
戦
っ
た
。 

寿
永
三
年
（一
一
八
四
） 

「
粟
津
原
合

戦
」に
て
、
胤
盛
は
千
葉
一
族
と
共
に 

木
曽
義
仲
軍
、
伊
勢
平
家
軍
と
戦
っ
た 

文
治
五
年
（一
一
八
九
）八
月
十
二
日,

奥
州
藤
原
氏
と
の
戦
い
に
、
東
海
道 

大
将
軍
千
葉
介
が
率
い
る
軍
勢
に
三
郎

胤
盛
は
兄
弟
と
共
に
、
従
軍
、
軍
功
を 

を
あ
げ
、
常
胤
は
頼
朝
よ
り
各
所
に
所

領
を
賜
っ
た
。 

内「
伊
具
、
亘
理
、
宇
多
郡
」の
地
頭
職

を
、
三
郎
胤
盛
へ分
与
し
た
。 

建
久
二
年
（一
一
九
一
）正
月
一
日
、
千

葉
介
常
胤
が
献
じ
た
埦
飯
の
儀
に
お
い

て
三
郎
胤
盛
は
砂
金
を
献
じ
て
い
る
。 
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埦
飯
の
儀 

鎌
倉
政
権
樹
立
以
後
、
元
服
や
移
従

等
の
重
要
な
儀
式
の
際
に
行
わ
れ
、
と

り
わ
け「
歳
首
の
埦
飯
」は
武
家
政
権
の

重
要
な
儀
式
。
御
家
人
が
将
軍
に
太
刀

名
馬
、
弓
矢
等
と
共
に
埦
飯
を
奉
じ
て

主
従
関
係
を
確
認
す
る
儀
式
。 

胤
盛
は
建
保
三
年
（一
二
一
五
）七
十

歳
で
没
す
。 

一
説
に
は
六
十
一
歳
と
も
。 

 

 

  

武
石
次
郎
左
衛
門
尉
胤
重 

武
石
氏
二
代
目
、
実
朝
の
側
近
と
し
て

幕
府
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
活

躍
は
殆
ど
記
載
な
し
。 

「
亘
理
氏
系
図
」
に
は
武
石
二
郎
胤
重
の

み
の
記
載
。
又
、「
吾
妻
鏡
」
に
は
、
建
長

二
年
（一
二
五
〇
）三
月
一
日
の
条
に
、

武
石
入
道
胤
重
の
名
が
み
え
る
の
み
で

あ
る
。
松
島
寺
の「
五
大
堂
鐘
銘
写
」
に

は「
・・・
其
後
亘
理
郡
地
頭
武
石
二
郎 

胤
重
、
嘉
禄
三
年
（一
二
二
七
）丁
亥
被

鋳
改
畢
・・・」
と
あ
る
こ
と
か
ら
同
年
に

亘
理
郡
の
地
頭
に
な
っ
た
も
の
と
、
考
え

ら
れ
る
。
尚
、
千
葉
亥
鼻
城
下
の
光
明

山
知
恩
院
胤
重
寺
は
武
石
胤
重
の
後
裔

で
僧
と
な
っ
た
雲
厳
上
人
が
先
祖
胤
重

の
霊
を
弔
う
為
、
永
禄
年
間
（一
五
五

八
～
）
に
創
建
。 

武
石
次
郎
胤
重
に
は
、
三
人
の
子
息
が

お
り
ま
す
。 

 

武
石
小
次
郎
広
胤 

武
石
氏
三
代
当
主
・官
途
・左
衛
門
尉 

子
に
次
郎
胤
村
が
伝
わ
る
が
、
彼
の
活

躍
も
見
ら
れ
な
い
。 

 

武
石
三
郎
朝
胤 

武
石
氏
四
代
当
主 

官
途
・左
衛
門
尉 

実
績
的
に
胤
重
の
後
継
者
と
思
わ
れ
る

吾
妻
鏡
・寛
元
三
年
（一
二
四
五
）八
月 

十
五
日
、
放
生
会
に
初
出
。
建
長
六
年 

（一
二
五
六
）六
月
二
十
九
日
の
放
生

会
の
供
奉
人
と
し
て「
三
郎
左
衛
門
尉

朝
胤
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
朝
胤
は
そ

の
後
も
子
息
新
左
衛
門
長
胤
と
共
に 

武
石
氏
の
総
領
と
し
て
、
幕
府
に
出
仕

し
た
。 

 

武
石
四
郎
胤
氏 

奥
州
武
石
氏
の
祖
、
官
途
・
左
衛
門
尉
、

妻
は
千
葉
介
胤
綱
の
娘
。 

吾
妻
鏡
・建
長
二
年
（一
二
五
○
）八
月

十
八
日
。
由
比
ガ
浜
逍
遥
供
奉
に
際
し

て
、
将
軍
家
側
に
供
奉
し
た
。 

建
長
四
年
（一
二
五
二
）八
月
一
日
、
宗

尊
親
王
の
征
夷
大
将
軍
宣
下
に
対
す 

る
鶴
岡
八
幡
宮
に
御
拝
賀
の
随
兵
に

「
武
石
四
郎
胤
氏
」
が
記
載
。 

正
嘉
二
年
（一
二
五
八
）十
二
月
二
十

九
日
に
は「
四
郎
左
衛
門
尉
胤
氏
」と 

見
え
る
。 

 

武
石
四
郎
長
胤 

武
石
氏
五
代
当
主 

官
途
・左
衛
門
尉,

武
石
朝
胤
の
子
。
弘
安
三
年
（一
二
八

〇
）新
日
吉
の
小
日
吉
小
五
月
会
に
於

い
て
流
鏑
馬
の
三
番
手
と
し
て「
武
石
新

左
衛
門
平
長
胤
」の
名
が
み
え
る
。
武
石

家
の
総
領
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
た
。  

館
は
花
見
川
区
長
作
町
と
い
わ
れ
、
そ

の
跡
は
現
在
の
長
胤
寺
と
い
わ
れ
て
い

る
。 

 
 

武
石
弥
四
郎
宗
胤 

奥
州
武
石
氏
二
代
当
主
、
官
途
・左
衛

門
尉
。
肥
後
守
。
父
は
武
石
四
郎
左
衛

門
尉
胤
氏
、
母
は
千
葉
介
胤
綱
息
女 

乾
元
元
年
（一
三
〇
二
）下
総
武
石
郷

か
ら
奥
州
亘
理
郷
に
下
向
．
小
堤
城
を

居
城
と
し
た
。
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）

七
月
三
日
卒
、
六
十
四
歳
。 

  
 

 

下
総
武
石
氏 
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下
総
国
に
残
っ
た
武
石
長
胤
の
子
孫
は

千
葉
一
族
と
し
て
、
一
勢
力
を
持
っ
て
い

た
。 
け
れ
ど
も
、
余
り
記
録
に
は
残
っ

て
い
な
い
。
ず
っ
と
、
時
代
が
下
っ
て
、
武

石
日
向
守
胤
秀
は
、
鎌
倉
公
方
・足
利

持
氏
に
従
い「
永
享
の
乱
」
で
、
幕
府
勢

と
戦
い,

討
死
し
た
。
そ
の
子
孫
、
武
石

蔵
人
胤
親
は「
国
府
台
の
戦
い
」で
親
北

条
派
の
千
葉
宗
家
に
対
立
、
小
弓
公

方
・足
利
義
明
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
天

文
七
年
（一
五
三
八
）、
胤
親
は
討
死
す

る
。
遺
骸
は
、
武
石
郷
に
葬
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
塚
の
跡
は
武
石
神
社

と
か
。
胤
親
の
嫡
男
・
武
石
胤
康
は
浪
人

し
て
、
稲
毛
浅
間
神
社
神
主
・布
施
遠 

江
守
正
基
の
婿
養
子
と
な
り
、
布
施
家

を
継
い
だ
。
之
に
て
、
下
総
武
石
氏
は
、

途
絶
え
た
。
そ
の
子
、
布
施
修
理
正
光

は
祖
父
の
正
基
を
烏
帽
子
親
と
し
て
、

元
服
。
正
光
は
永
禄
七
年
（一
五
六
四
）

の
第
二
次
国
府
台
合
戦
で
、
北
条
方
の 

武
将
・佐
貫
伊
賀
守
を
馬
上
か
ら
、
射

落
と
し
た
が
、
自
ら
も
戦
死
。
弟
の
武
石

弥
三
郎
は
千
葉
氏
の
筆
頭
家
老
・原
胤

栄
の
と
り
な
し
で
、
布
施
平
三
と
称
し

兄
の
領
地
を
継
い
だ
。
こ
の
布
施
氏
の
末

裔
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。 

  

奥
州
武
石
氏 

 

 

 

  

 

 

乾
元
元
年
（一
三
〇
二
）亘
理
に
下
向
。

小
堤
城
を
築
き
居
城
と
し
た
。 

延
元
四
年
（一
三
三
九
）因
幡
守
広
胤

が
足
利
尊
氏
よ
り
亘
理
、
伊
具
、
宇
多

の
三
郡
の
所
領
が
安
堵
さ
れ
、
以
降
武

石
を
改
め
亘
理
氏
と
称
し
た
。
以
後
、

亘
理
氏
は
伊
達
、
相
馬
両
勢
力
の
狭
間

に
挟
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
所
領
を
維
持

し
た
。
戦
国
時
代
末
期
に
は
伊
達
氏
よ

り
嗣
子
を
迎
え
て
、
そ
の
勢
力
下
に
組

み
込
ま
れ
た
。
天
正
年
間
（一
五
七
三

～
）元
宗
は
亘
理
城
を
築
き
移
転
。
そ
の

後
、
亘
理
氏
は
天
正
十
八
年
（一
五
九

〇
）涌
谷
に
移
封
さ
れ
た
。 

慶
長
十
一
年
（一
六
〇
四
）亘
理
定
宗

（十
九
代
）は
涌
谷
伊
達
氏
初
代
と
な

り
、
伊
達
家
一
門
と
な
り
、
江
戸
時
代

末
ま
で
続
き
、
現
代
で
も
、
続
い
て
い
る 

主
た
る
人
物
を
記
す
。 

   

亘
理
広
胤 

奥
州
武
石
氏
六
代
、
父
、
武
石
四
郎
高

広
。
官
途
・左
衛
門
尉
，
因
幡
守
、 

暦
応
二
年
（一
三
三
九
）因
幡
守
広
胤

が
足
利
尊
氏
よ
り
亘
理
、
伊
具
、
宇
多

の
三
郡
の
所
領
が
安
堵
さ
れ
、
以
降
武

石
氏
を
改
め
亘
理
氏
と
称
し
た
。 

   

亘
理
元
宗 

享
禄
三
年
（一
五
三
〇
）伊
達
稙
宗
の

十
二
男
と
し
て
誕
生
。 
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母
は
亘
理
宗
隆
の
娘
。 

天
文
十
二
年
（一
五
四
三
）兄
綱
宗
の

討
死
に
よ
り
家
督
相
続
。 

天
正
年
間
（一
五
七
三
～
）居
城
を
小

堤
城
よ
り
北
東
、
亘
理
城
を
築
き 

移
っ
て
い
っ
た
。 

天
正
十
九
年
（一
五
九
一
）、
伊
達
家
の

岩
出
山
移
封
に
伴
い
、
亘
理
氏
も
、
遠

田
郡
涌
谷
城
に
移
っ
た
。 

文
禄
三
年
（一
五
九
四
）死
亡
、 

享
年
六
五
歳 

   

伊
達
定
宗 

天
正
二
年
（一
五
七
四
）
生
。
父
・亘
理

重
宗
母
・相
馬
盛
胤
の
娘
。 

涌
谷
伊
達
家
初
代
当
主
（亘
理
氏
十
九

代
）慶
長
五
年
（一
六
○
○
）関
ヶ
原
の

戦
い
に
際
し
て
、
上
杉
領
の
白
石
城 

攻
略
戦
で
活
躍
。 

慶
長
九
年
（一
六
○
四
）父
・重
宗
の
隠

居
に
伴
い
家
督
相
続
。 

慶
長
十
一
年
（一
六
○
六
）伊
達
政
宗

の
庶
子
宗
根
が
定
宗
の
妹
を
娶
り 

重
宗
の
隠
居
領
・高
清
水
城
と
併
せ
て

亘
理
氏
の
名
跡
を
継
い
だ
。 

そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
正
宗
か
ら「
竹
雀

紋
」と「
縦
三
引
両
紋
』
を
下
賜
さ
れ
、

伊
達
姓
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
涌
谷
伊
達
家
と
称
し
た
。 

 

以
降
、
伊
達
家
の
重
臣
と
し
て
活
躍
し

た
。 

   

伊
達
宗
重 

元
和
元
年
（一
六
一
五
）伊
達
定
宗
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

天
童
重
頼
の
婿
養
子
と
な
る
。 

寛
永
十
六
年
（一
六
三
九
）世
子
の
兄
の

死
去
に
よ
り
、
天
童
家
よ
り
戻
さ
れ
、

涌
谷
伊
達
家
の
世
子
と
な
る
。 

慶
安
四
年
（一
六
五
一
）父
・定
宗
の
隠

居
に
伴
い
、
家
督
相
続
。 

寛
文
十
一
年
（一
六
七
一
）大
老
酒
井

雅
楽
頭
邸
に
て
原
田
甲
斐
宗
輔
に 

よ
る
突
然
の
刃
傷
で
非
業
の
最
期
を
遂

げ
た
。
（
行
年
五
十
七
歳
） 

こ
の
事
件
が
世
に
い
う「
伊
達
騒
動
（寛

文
事
件
）」
で
あ
る
。
宗
重
は
仙
台
藩
の

安
泰
を
図
っ
た
忠
臣
と
称
さ
れ
た
。
歌

舞
伎
、
浄
瑠
璃
と
し
て
度
々
上
演
さ

れ
、
山
本
周
五
郎
の
小
説「
樅
ノ
木
は
残

っ
た
」と
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
も

な
っ
た
。 

   

伊
達
宗
元 

寛
永
十
九
年
（一
六
四
二
）
生
。
伊
達
宗

重
の
次
男
、
涌
谷
伊
達
家
三
代
当
主

（亘
理
氏
二
十
一
代
）涌
谷
伊
達
家
の

「
涌
谷
文
書
」
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。 

 

「
御
幕
紋
之
儀
ニ
付
下
総
国
ニ
テ
千
葉

妙
見
之
縁
起
図
井
ニ
公
儀 

 
 

工
被
仰
上
候
品
有
リ
」 

元
禄
元
年
（一
六
八
八
）藩
主
伊
達
綱

村
か
ら
、
日
光
東
照
宮
の
修
理
を
命
じ

ら
れ
た
。 

宗
元
は
工
事
の
際
、
掲
げ
る

幕
を
新
調
す
る
に
当
た
り
伊
達
氏
の

「
竹
ニ
雀
」に
加
え
、
千
葉
氏
の
紋
を
加

え
よ
う
と
し
た
。
元
禄
二
年
正
月
、
家

臣
を
千
葉
氏
家
紋
調
査
の
た
め
下
総
妙

見
寺
に
派
遣
、
そ
れ
を
基
に
し
て
、「
十

曜
紋
」を
決
定
し
、「
竹
ニ
雀
」と
合
わ
せ

て
旗
と
し
て
、
掲
げ
た
。 

  
 

亘
理
胤
元 

安
政
四
年
（一
八
五
七
）生
。
伊
達
邦
隆

の
、
長
子
。
涌
谷
伊
達
家
の
十
三
代
当

主
。
亘
理
家
三
十
一
代
） 

慶
応
三
年
（一
八
六
八
）邦
隆
の
急
死
に

よ
り
十
二
歳
で
家
督
相
続
。
邑
主
と
な

る
。
慶
応
四
年
の
戊
辰
戦
争
に
は
、
叔

父
亘
理
隆
教
が
陣
台
と
涌
谷
伊
達
家
の

兵
を
率
い
て
出
陣
。
仙
台
本
藩
は
、
戊

辰
戦
争
の
敗
戦
に
よ
り
、
知
行
を
四
分

の
一
に
減
封
。
胤
元
も
代
々
治
め
た
、

涌
谷
領
も
没
収
さ
れ
た
。
明
治
維
新

後
、「
伊
達
」か
ら
本
姓
の「
亘
理
」に
改

め
る
。
明
治
十
五
年
（一
八
八
一
）死

去
、
享
年
二
十
六
。 

嗣
子
は
亘
理
胤
正
、
後
に
衆
議
院
議
員

と
な
る
。 

 

 

武
石
豪
探
索 

さ
て
、
武
石
三
郎
胤
盛
が
居
城
し
た
千

葉
郡
武
石
郷
を
探
索
し
て
み
よ
う
。  

 

私
が
畑
を
借
り
て
、
野
菜
を
作
っ
て
い
る

所
で
す
。 

花
見
川
区
武
石
町
一
丁
目
、
京
葉
道
路

武
石
イ
ン
タ
ー
付
近
で
す
。 

「
武
石
城
址
」は
、
三
会
山
真
蔵
院
の
裏

山
と
さ
れ
て
い
る
。
お
堂
の
裏
手
（西

側
）は
崖
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
が
主
郭

の
よ
う
だ
。 

 

「
真
蔵
院
」花
見
川
区
武
石
町
１
丁
目

（旧
字
名
権
現
腰
）真
言
宗
豊
山
派 

 

真
蔵
院
は
、
案
内
板
に
よ
る
と
、
大
同

元
年
（八
〇
六
）開
祖
。 

 

建
久
八
年
（一
一
九
七
）胤
盛
が
母
の
菩

提
を
弔
う
た
め
、
柳
地
蔵
菩
薩
を
本
尊

と
し
て
堂
宇
を
建
立
。
胤
盛
は
短
慮
の

為
、 

父
常
胤
か
ら
疎
ま
れ
て
い
た
の
で
、

母
を
亡
く
し
た
悲
し
み
が
他
の
兄
弟 

 

以
上
に
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 

又
、
母
の
死
因
は
常
胤
・
胤
盛
の
父

子
関
係
に
よ
る
、
入
水
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
堂
前
に
は
、
秩
父
産

の
緑
泥
片
岩
を
「
板
碑
」
が
あ
る
。 

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
程
で
、
千
葉
県
内
で

も
三
番
目
に
大
き
い
と
の
こ
と
。  

こ
の
板
碑
は
、
永
仁
二
年
（
一
二
五
三
）

胤
盛
の
子
孫
・武
石
左
衛
門
尉
胤
晴
が
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須
加
原
の
愛
宕
山
に
建
立
し
た
七
枚
の

板
碑
の
一
枚
で
あ
る
。
愛
宕
山
は
武
石

町
二
丁
目
に
あ
り
、
現
在
「
愛
宕
神
社
」

の
祠
が
あ
る
。
一
帯
は
海
抜
六
メ
ー
ト
ル

の
砂
州
状
で
古
墳
時
代
後
期
の
方
墳
。

石
室
が
あ
り
、
金
環
、
直
刀
、
鉄
鏃
な
ど

が
出
土
し
た
と
か
。 

 

板
碑
表
面
上
部
に
宝
珠
と
種
子
阿
弥

陀
三
尊
を
大
き
く
薬
研
彫
り
に
し
、 

 

そ
の
下
に「
右
為
先
妣
精
霊
出
離
生
死

証
大
菩
薩
也
永
仁
第
二
暦
季
秋
卅 

 

之
天
』と
陰
刻
し
て
あ
る
。 

千
葉
氏
に

関
係
あ
る
某
女
の
冥
福
を
祈
る
為
に
秋

の
彼
岸
の
中
日
に
建
立
し
た
供
養
碑
で

あ
る
。
某
女
と
は
胤
盛
の
母
で
入
水
し

て
須
加
原
に
流
れ
着
い
た
所
に
建
立
し

た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。  

宝
暦
三
年
（一
七
五
三
）須
加
原
開
墾

の
時
に
真
蔵
院
に
移
さ
れ
た
。
本
堂
の

左
に「
浪
切
不
動
堂
」が
あ
り
ま
す
。 
 

胤
盛
の
曽
孫
武
石
新
左
衛
門
長
胤
が
正

治
元
年
（一
二
五
九
）
に
、
胤
盛
の 

守
り
本
尊
が
あ
る
不
動
尊
を
祀
っ
て
建

立
し
た
。  

不
動
堂
の
脇
道
を
登
る
と
、
古
び
た
墓

地
が
あ
り
、
小
さ
な
祠
が
あ
る
。  

「
羽
衣
神
社
」こ
の
あ
た
り
が
、
武
石
城

の
搦
手
口
と
思
わ
れ
る
。 

羽
衣
神
社
西
南
西
南
三
百
メ
ー
ト
ル
の

「
三
代
王
神
社
」を
訪
ね
る
。 

 

幕
張
駅
北
方
一
キ
ロ
、
一
段
と
高
い
所

に
大
き
な
古
木
に
覆
わ
れ
、
こ
ん
も
り

と
し
た
、
森
の
の
な
か
に
あ
る
。  

三
代

王
神
社
の
命
名
の
由
来
は
、
天
児
屋
根

命
（祖
父
）、
天
押
雲
命
（父
）、
天
種
子

命
（祭
神
）
と 

続
く
三
世
代
の
命
を

祀
る
が
故
に
命
名
さ
れ
た
由
。 

 

社
伝
に
よ
る
と
武
石
胤
盛
が
武
石
城
に

居
住
し
て
か
ら
、
三
十
一
年
後
の
建
仁

二
年
（一
二
〇
二
）
に
郷
中
安
全
の
守
護

神
と
し
て
、
明
神
神
社
を
創
建
し
た
の

が
、
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
下
総
三
山

の
七
年
祭
で
は
産
婆
役
と
な
る
。  

三
代
王
神
社
の
西
、
二
百
メ
ー
ト
ル
。  

今
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
。 

 

そ
こ
が「
馬
加
城
址
」 
築
城
は
大
須
賀

庄
本
郷
に
所
領
を
与
え
ら 
れ
た
千
葉

常
胤
の
四
男
大
須
賀
胤
信
に
よ
っ
て
、

治
承
四
年
（一
一
八
〇
）
と
さ
れ
て
い

る
。
胤
信
は
、
後
に
埴
生
郡
に
移
る
。  

時
代
は
下
り
、
室
町
時
代
後
期
に
は
、

千
葉
満
胤
の
長
庶
子
の
馬
加
康
胤
が
拠

所
と
し
た
。
享
徳
の
乱
に
乗
じ
て
康
胤
は

千
葉
胤
直
を
滅
ぼ
し
、
宗
家
の
座
を
奪

っ
た
。
だ
が
、
馬
加
氏
の
支
配
は
長
く
は 

続
か
な
か
っ
た
．
馬
加
城
の
廃
城
時
期
は

不
明
だ
が
千
葉
胤
富
が
天
文
年
間 

（一
五
三
二
～
一
五
五
五
）に
在
城
し
た

と
の
記
録
よ
り 

戦
国
時
代
後
期
ま
で

存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

最
後
に「
長
胤
寺
」を
訪
ね
る
。
真
蔵
院

の
前
の
細
い
ク
ネ
ク
ネ
し
た
道
を
北
へ約

一
キ
ロ
。
花
見
川
区
長
作
町
。「
日
蓮
宗

長
胤
寺
」の
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
立
派
な

本
堂
。
そ
の
屋
根
に
は
千
葉
氏
の
象
徴

「
九
曜
と
日
月
の
紋
」． 

正
元
元
年
（一

二
五
九
）自
ら
の
館
を
寺
と
す
る
。  

 

山
門
の
右
手
の
庫
裏
の
前
に
は
城
館 

 

だ
っ
た
頃
の
土
塁
が
見
え
る
。
長
胤
が
創

建
し
た
頃
は「
真
言
宗
」で
あ
っ
た
が
、
天

文
一
四
年
（一
五
〇
六
）日
蓮
宗
に
改

宗
。
所
謂
、「
上
総
七
里
法
華
」の
影
響

と
酒
井
氏 

の
勢
力
が
は
る
か
こ
の
地
に

及
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

 
 

以
上
、
下
総
武
石
郷
を
探
索
し
た
が
、

次
の
機
会
に
は
、
奥
州
武
石
氏
の
居
住

し
た
、
宮
城
県
亘
理
町
及
び
涌
谷
町
を

是
非
、
訪
問
し
て
、
そ
の
足
跡
を
探
索
し

た
い
も
の
と
、
思
っ
て
い
る
。  

      

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 
 

紫
式
部
の
生
涯
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

会
員 

高
野
利
太
郎 

一
、
は
じ
め
に 

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は「
光
る
君

へ」で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
世
界
最
古
の

恋
愛
小
説
と
し
て
有
名
な『
源
氏
物
語
』

の
著
者
と
し
て
の
紫
式
部
を
主
人
公
と

し
て
脚
色
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。  

 
 

 

歴
史
、
郷
土
史
に
興
味
の
あ
る
会
員
に

と
っ
て
は
関
心
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
紫
式
部
の
生
涯
に
つ
い

て
概
略
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い

綴
り
ま
し
た
。 

紫
式
部
は
平
安
時
代
中
頃
に
生
存
し
て

作
家
、
歌
人
、
朝
廷
内
の
女
房
と
し
て

当
時
の
貴
族
社
会
に
お
い
て
活
躍
し
た

者
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
生
涯
は
不
明
な

事
柄
が
多
く
、
解
明
は
大
変
難
し
い
よ

う
で
す
。 

二
、
実
名
と
生
没
年 

 

ま
ず
本
人
の
実
名
や
生
年
、
没
年
は

不
明
で
す
。
貴
族
社
会
で
は
一
般
的
に

「
紫
式
部
」と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
こ
れ
は
通
称
で
す
。
当
時
の
貴
族
社

会
で
は
女
性
の
実
名
は
公
に
し
な
い
場

合
が
多
く
、
紫
式
部
や
清
少
納
言
、
和

泉
式
部
な
ど
は
み
な
通
称
で
あ
り
、
実

名
は
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。
明
快
な
通
称
が
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な
い
場
合
、
例
え
ば『
更
級
日
記
』の
作

者
は「
菅
原
孝
標
女
」（同
娘
）
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。  

 

生
年
、
没
年
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
生
年
に

つ
い
て
は
天
禄
元
年
（９
７
０
）天
元
元
年

（９
７
８
）
の
間
に
数
説
あ
り
、
ま
た
没
年

に
つ
い
て
も
様
々
な
学
説
が
あ
り
ま
す
。

藤
原
実
資
の『
小
右
記
』に
は
、
長
和
二

年
（１
０
１
４
）五
月
二
五
日
の
条
文
に

は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
実

資
の
甥
で
養
子
の
藤
原
実
平
が
実
資
の

代
理
で
皇
太
后
彰
子
の
も
と
に
訪
問
し

た
時
、
越
後
守
為
時
女
と
い
う
女
房
が

取
り
次
ぎ
役
を
務
め
た
」と
い
う
文
書

が
紫
式
部
に
つ
い
て
残
さ
れ
た
記
録
の

う
ち
最
後
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が

有
力
で
あ
り
ま
す
。 

三
、
婚
姻
に
つ
い
て 

 

彼
女
は
二
十
才
中
ば
過
ぎ
、
親
ほ
ど

の
差
の
あ
る
藤
原
宣
孝
と
結
婚
し
、
女

子
を
産
ん
だ
の
で
す
。
（
大
弐
三
位
・本

名
藤
原
賢
子
）
そ
の
後
結
婚
生
活
は
三

年
ほ
ど
で
長
保
三
年
（１
０
０
１
）、
夫
が

死
亡
し
ま
す
。
し
か
し
、
一
説
で
は
そ
れ

よ
り
前
に
紀
時
文
と
い
う
貴
族
と
結
婚

し
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
夫
の
死
後
藤
原
道
長
に
召
し
出

さ
れ
ま
し
て
一
条
天
皇
の
中
宮
彰
子

（道
長
の
娘
）に
仕
え
る
間
に
道
長
の
支

援
を
受
け
て『
源
氏
物
語
』を
完
成
さ
せ

た
の
で
す
。 

四
、
著
作
に
つ
い
て 

 

彼
女
の
著
作『
源
氏
物
語
』
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
完
成
当
時
か
ら
貴
族
社

会
の
女
官
た
ち
に
は
評
判
が
良
く
、
み

ん
な
我
先
に
と
求
め
た
ほ
ど
で
し
た
。 

 

和
歌
に
つ
い
て
は『
紫
式
部
日
記
』に
十

八
首
の
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
更

に
は
、
後
世
の
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
、
現
在
で
も
多
く
の
人
々
に
愛
好

さ
れ
て
い
る『
小
倉
百
人
一
首
』に
も
選

ば
れ
そ
の
五
七
番
首
と
し
て「
め
ぐ
り
逢

ひ
て 

見
し
や
そ
れ
と
も 

わ
か
ぬ
ま
に 

雲
が
く
れ
に
し 
夜
半
の
月
な
か
」と
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
他
の
歌
人
と

共
に
選
ば
れ
た
歌
集
に
は『
紫
式
部

集
』、『
拾
遺
和
歌
集
』、『
勅
撰
和
歌

集
』等
に
計
五
十
一
首
の
和
歌
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
歌
人
と
し
て

も
多
く
の
名
作
を
残
し
て
い
ま
す
。 

五
、
墓
所
に
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

此
れ
ほ
ど
生
涯
を
通
じ
て
、
今
日
で
も

関
心
の
強
い
人
物
の
墓
所
と
し
て
京
都

市
北
区
紫
野
西
御
所
田
に
あ
る
古
蹟
が

紫
式
部
の
墓
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は

淳
和
天
皇
の
離
宮
が
あ
り
、
紫
式
部
が

晩
年
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
後
世
に
な

っ
て
、
か
ら
も
本
人
の
歌
碑
や「
源
氏

庭
」が
創
ら
れ
当
地
の
観
光
資
源
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

六
、
親
族
に
つ
い
て 

紫
式
部
は
藤
原
北
家
良
門
流
の
家
に
生

ま
れ
、
さ
き
に
述
べ
ま
し
た
父
は
越
後

守
・為
時
で
あ
り
母
は
摂
津
守
・藤
原
為

信
女
で
あ
り
ま
し
た
が
、
紫
式
部
が
幼

少
の
頃
母
を
亡
く
し
て
お
り
ま
す
。
同

母
の
兄
弟
に
、
藤
原
惟
規
が
い
た
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
が
兄
か
、
姉

か
不
明
で
す
。
他
に
実
の
姉
が
存
在
し

た
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で
す
。
三
条
右

大
臣
・藤
原
定
方
、
堤
中
納
言
・藤
原
兼

輔
は
と
も
に
父
方
の
曽
祖
父
で
、
し
か

も
兼
輔
も
ま
た
百
人
一
首
の
二
七
番
歌

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
族

に
は
文
学
、
漢
文
等
に
秀
で
て
い
る
人
が

多
い
の
で
す
。
彼
女
も
幼
い
頃
よ
り
当
時

の
女
性
に
求
め
ら
れ
る
以
上
の
才
能
で

漢
文
を
読
ん
だ
才
女
と
し
て
の
逸
話
が

多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
五
十
四
帖
に
及

ぶ『
源
氏
物
語
』、
宮
仕
え
中
の
日
記

『
紫
式
部
日
記
』
に
そ
の
才
気
が
端
的
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
娘
の
大
弐

三
位
（賢
子
）は
母
と
と
も
に
一
条
天
皇

の
中
宮
彰
子
に
仕
え
た
の
で
す
。
紫
式

部
は
宮
中
に
於
け
る
社
交
性
よ
り
も
執

筆
に
熱
中
し
て
い
た
の
で
す
が
、
娘
は
社

交
性
に
富
ん
で
、
そ
の
頃
誕
生
し
た
後

冷
泉
天
皇
の
乳
母
と
し
て
抜
擢
さ
れ
ま

し
た
。
紫
式
部
の
人
柄
が
、
少
し
で
も
理

解
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。  

以
上

 

編
集
後
記 

 

編
集
子 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
会
報
誌

十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

今
回
号
で
は
、
令
和
六
年
二
月

十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
講
演
会
か

ら
丸
井
副
会
長
の
講
演
「
な
ぜ
鶴

岡
八
幡
宮
は
北
山
に
遷
座
さ
れ
た

か
」
の
概
説
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

ま
た
会
員
秋
野
林
洋
さ
ん
の
投

稿
で
千
葉
常
胤
三
男
武
石
胤
盛
衰

に
つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 


